













薬袋秀樹   
①司書ほ自分の専門的知識がどのようなレベルにある   
か，どの分野が弱いかを自己評価することができる。  
②自己評価によって，司書の自己学習の動機が高まる。  
③問題の作成を通じて，司書に必要不可欠な専門的知識   
の内容が明確になる。   
なお，試験問題の内容は図書館界の多様な見解を反映  






























（みない ひで善：図吾館情報大学）  
［NDC9：013．1BSH：図善館員］   
現在，図書館界では，司書の専門的知識を向上させる  
ための方法についてさまざまな議論が行われている。主  





















的容易に実行できる方法はまだ提案されていない。   
今，図書館界に必要なのは，一人一人の司書が自分で  
自分の知識や能力を向上させることができる実現可能な  




・公立図書館の司書に必要な専門的知識について，五肢   
択一形式の試験問題を数百題以上作成し，回答ととも   
に問題集にまとめて，冊子形態で刊行する。正答率の   
目標や基準を示しておく。  
・公立図書館の司書は，それを購入し，自分で問題を解   
き，回答と照らし合わせて採点する。   
これによって，次の3点の効果がある。  
